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3 方程式・不等式の解法 
A 

19 
 与式を xについて整理すると， ( ) ( )( ) 03224 >---- aaaxa  

 よって， ( ) ( ) 0
4

324 >
þ
ý
ü

î
í
ì -

--
aaxa  

 2>a のとき 

( )
4

3-
>

aax  

この解が 1>x だから，
( ) 1

4
3
=

-aa  

これより 0432 =-- aa  ( )( ) 041 =-+\ aa  4=\a  

2<a のとき 

( )
4

3-
<

aax となり不適。 

 よって，求める aの値は 4 

20 
 1=+ yax  ・・・① 

1=+ byx  ・・・② 

とする。 
① -´b ②より， ( ) 11 -=- bxab  ・・・③ 

 ② -´a ①より， ( ) 11 -=- ayab  ・・・④ 

 1¹ab のとき 

  ③，④より， ( ) ÷
ø
ö

ç
è
æ

-
-

-
-

=
1
1,

1
1,

ab
a

ab
byx  

 1=ab のとき 
  ② a´ より， aabyax =+  ayax =+\  ・・・⑤ 

  したがって，①と⑤の連立方程式の解を求めればよい。 

  よって， 1¹a のとき解なし。 
1== ba のとき ( ) ( )ttyx -= 1,, （ tは任意の実数） 

 以上をまとめると， 

1¹ab ならば ( ) ÷
ø
ö

ç
è
æ

-
-

-
-

=
1
1,

1
1,

ab
a

ab
byx  

1=ab かつ 1== ba ならば ( ) ( )ttyx -= 1,, （ tは任意の実数） 

1=ab かつ 1¹a ならば解なし 
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 補足 
  xy平面上の直線で考えると， 

1¹ab ならば①と②が平行でないので 1 点で交わる。 

1=ab かつ 1== ba ならば①と②は同一直線となり，不定解をもつ。 

1=ab かつ 1¹a ならば①と②は平行となり，共有点をもたない。 

21 

02614 22 ³---- xxx  

( )( ) 1212121214 2 -+=-+=- xxxxx  

 ( )( ) 2312231226 2 -+=-+=-- xxxxxx  

 より， 
 { } 0231212 ³---+ xxx  

 よって， 012 =+x すなわち
2
1

-=x または 2312 -³- xx  

 2312 -³- xx については，
22 2312 -³- xx より， ( ) ( )22 2312 -³- xx  

 よって， ( ) ( ){ } ( ) ( ){ } ( )( ) 013523122312 ³+--=----+- xxxxxx  1
5
3

££\ x  

 以上より， 1
5
3,

2
1

££-= xx  

 補足 

  14 2 -= xy と 26 2 --= xxy のグラフから解いてもよい。 

22 

 ( )( ){ } ( )( ){ } 01111 22 =-++-+ yxyxyx より， 
 ( )( ) 011 =-+ xyx かつ ( )( ) 011 =-+ yxy  

 すなわち{ 0=x または 1=x または }1-=y かつ{ 1-=x または 0=y または }1=y  

 よって， ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )1,1,1,1,0,1,1,0,0,0, --=yx  

 

 

 

 

 

 



2017 スタンダード数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B 受験編を解いてみた    http://toitemita.sakura.ne.jp 

3 

23 

(1) 

 yxx 242 +=  ・・・①  yxy 422 +=  ・・・② とすると， 

 ①－②より， yxyx 2222 -=-  ( )( ) 02 =-+-\ yxyx  
 ゆえに， 0=- yx または 02 =-+ yx  

 0=- yx すなわち xy = のとき 

  ①の yに xを代入し整理すると ( ) 06 =-xx  6,0=\ x  

  これと xy = より， ( ) ( ) ( )6,6,0,0, =yx  

 02 =-+ yx すなわち 2+-= xy のとき 

  ①の yに 2+-x を代入し整理すると 0422 =-- xx  51±=\ x  

これと 2+-= xy より， ( ) ( ) ( )51,51,51,51, +--+=yx 9 

 以上より， ( ) ( ) ( )( ) ( )51,51,51,516,6,0,0, +--+=yx  

(2) 
与式は対称式だから， yx + と xy（基本対称式）で表すと， 

それぞれの与式は 

( ) 112 =++ xyyx  すなわち ( ) 0112 =-++ xyyx ・・・①  
( ) 9=-+ xyyx  すなわち ( ) 9-+= yxxy ・・・② 

②を①に代入し整理すると， ( ) ( ) 0202 =-+++ yxyx より， ( ){ } ( ){ } 054 =++-+ yxyx  
5,4 -=+\ yx  

これと②より， ( ) ( ) ( )14,5,5,4, ---=+ xyyx  

( ) ( )5,4, -=+ xyyx のとき 

 yx, は tについての 2 次方程式 0542 =-- tt の解である。 

これと ( )( )51542 -+=-- tttt および yx £ より， ( ) ( )5,1, -=yx  
( ) ( )14,5, --=+ xyyx のとき 

 yx, は tについての 2 次方程式 01452 =-+ tt の解である。 

これと ( )( )721452 +-=-+ tttt および yx £ より， ( ) ( )2,7, -=yx  
以上より， ( ) ( ) ( )2,7,5,1, --=yx  
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解法 1 

 023 22 <+- mmxx の左辺を因数分解することにより， ( )( ) 02 <-- mxmx  ・・・① 

 ( ) 0242 2 <--- mxmx の左辺を因数分解することにより， ( )( ) 022 <-+ mxx  ・・・② 

 0=m とすると式①は 02 <x となり，連立不等式は解をもたない。 
4-=m とすると式②は ( ) 022 2 <+x となり，連立不等式は解をもたない。 

 よって， 4,0 ¹¹ mm の場合で考える。 

 0>m のとき 

  ①の解は mxm 2<< ，②の解は
2

2 mx <<-  

  これと mm
<

2
より，解なし。 

 04 <<- m のとき 

  ①の解は mxm <<2  ②の解は
2

2 mx <<-  

  よって， 12 -<m かつ 01 <<- m すなわち
2
11 -<<- m のとき整数解 1- がただ1つ存在する。 

 4-<m のとき 

  ①の解は mxm <<2  ②の解は
2

2 mx <<-  

  これと 4-<m より，解なし。 

 以上より， 

整数解がただ 1 つとなるときの整数解は 1- で，そのときのmの範囲は
2
11 -<<- m  
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解法 2：グラフを利用して解く。 
( )( ) 02 <-- mxmx となるためには， 02,0 >-<- mxmx または 02,0 <->- mxmx  

( )( ) 022 <-+ mxx となるためには， 02,02 >-<+ mxx または 02,02 <->+ mxx  

これをグラフで表すと次のようになる。 

赤色斜線部と青色斜線部が重なった領域が連立不等式の解とそのときのmを表す。 

したがって，解 xを固定すれば，それを解にもつmの範囲がわかる。 

よって， 1-=x を解にもつときのmの範囲は，グラフから，
2
11 -<<- m である。 

 

  

 
 

 

x

m

O

m = x 

m = x
2 

m = 2x 

x = - 2 

- 1 

- 1 

- 1
2 
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 補足 

同様に，mを固定すれば，連立不等式の解がわかる。 

 たとえば，
2
1

-=m のときの連立不等式の解は
2
11 -<<- x である。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

x

m

O

m = x 

m = x
2 

m = 2x 

x = - 2 

- 1 

- 1
2 

- 1
2 
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( )

ïî

ï
í
ì

=+++

=+-+-

02

03
222

222

baaxx

aaxbax
Û

( )
( ){ }ïî

ï
í
ì

-=+-+--+++

=+-+-

0032

03
222222

222

aaxbaxbaaxx

aaxbax
 

Û
( )

( )( )ïî

ï
í
ì

=++

=+-+-

013

03
2

222

xba

aaxbax
 

 ( )( ) 013 2 =++ xba より， 1-=x または 03 2 =+ ba  

 1-=x が共通解のとき 

  ( ) 03 222 =+-+- aaxbax を満たすから， 012 22 =++- baa すなわち ( ) 01 22 =+- ba  
  よって， 0,1 == ba  

0>a を満たす。 

 03 2 =+ ba のとき 

  02 ³b より 0£a ところが条件より 0>a  
  よって，不適。 

 以上より， 
 0,1 == ba のとき共通解 1-=x をもつ。 

補足 

 

x

y

O

y = x2 - a + b2( )x - 3a + a2  

y = x2 + 2ax + a2 + b2  

y = 3a + b2( ) x + 1( )  

- 1 

a = 1, b = 0 
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 0=x は与式を満たさないから解ではない。よって， 0¹x で考える。 

 両辺に 2
1
x

を掛けると， 029192 2
2 =+---

xx
xx  

 これと 

 

( )( )
2

22

2

2

2
2

1522

51112

51912

119212

11912

x
xxxx

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

x
x

+-++
=

þ
ý
ü

î
í
ì

-÷
ø
ö

ç
è
æ +

þ
ý
ü

î
í
ì

+÷
ø
ö

ç
è
æ +=

-÷
ø
ö

ç
è
æ +-÷

ø
ö

ç
è
æ +=

-÷
ø
ö

ç
è
æ +-

ïþ

ï
ý
ü

ïî

ï
í
ì

-÷
ø
ö

ç
è
æ +=

-÷
ø
ö

ç
è
æ +-÷

ø
ö

ç
è
æ +=

　　　

　　　

　　　

　　　

左辺

 

 より， 022 2 =++ xx または 0152 =+- xx  

 よって，これらを解くことにより，
2

215,
4

151 ±±- i  

27 

 2=a のとき 

  022 ³-x  1³\ x  

 続いて， 2¹a の場合で考える。 

( ) ( ) ( ) ( ){ }

( )( ) ÷
ø
ö

ç
è
æ

-
+--=

+--=--+-

2
212

221242 2

a
xxa

xaxxaxa

　　　　　　　　　　
 

 より， 

 ( )( ) 0
2

212 ³÷
ø
ö

ç
è
æ

-
+--
a

xxa  

 
2

21
-

-=
a

すなわち 0=a のとき 

  ( ) 012 2 ³-- x より， 1=x  

 0<a のとき 

  02 <-a より， ( ) 0
2

21 £÷
ø
ö

ç
è
æ

-
+-
a

xx  

  これと 1
2

2
<

-
-
a

より， 1
2

2
££

-
- x
a

 



2017 スタンダード数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B 受験編を解いてみた    http://toitemita.sakura.ne.jp 

9 

 20 << a のとき 

  02 <-a より， ( ) 0
2

21 £÷
ø
ö

ç
è
æ

-
+-
a

xx  

  これと 1
2

2
>

-
-
a

より，
2

21
-

-££
a

x  

 a<2 のとき 

02 >-a より， ( ) 0
2

21 ³÷
ø
ö

ç
è
æ

-
+-
a

xx  

  これと 1
2

2
<

-
-
a

より， x
a

x £
-

-£ 1,
2

2  

 以上より， 

 0<a のとき 1
2

2
££

-
- x
a

 

0=a のとき 1=x  

 20 << a のとき 
2

21
-

-££
a

x  

 2=a のとき x£1  

 a<2 のとき x
a

x £
-

-£ 1,
2

2  

補足：1 と
2

2
-

-
a

の大小関係はあらかじめグラフで調べておくと楽 

 

a

x

O

x = - 2
a - 2 

x = 1 

a = 2 
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(1) 

 xx =-
5
42 より， ( ) 0455

5
1 2 =-- xx  

10
1055 ±

=\ x  

 ba < より，
10

1055,
10

1055 +
=

-
= ba  

 a は ( ) xxf = の解だから， ( )( ) ( ) aaa == fff  ( )( )
10

1055 -
=\ aff  

(2) 

 

( )( ) ( ){ }

25
4

5
8

5
4

5
4

5
4

24

2
2

2

--=

-÷
ø
ö

ç
è
æ -=

-=

xx

x

xfxff

　　　　

　　　　  

 より， 

 ( )( ) xxff = Û xxx =--
25
4

5
8 24  

Û ( ) 04254025
25
1 24 =--- xxx  

 04254025 24 =---\ xxx  
 ( )( ) xxff = は ba , を解にもつから， 04254025 24 =--- xxx は 455 2 -- xx で割り切れる。 

 そこで，割り算を実行すると， ( )( )1554554254025 2224 ++--=--- xxxxxxx  

 ( )( ) 0155455 22 =++--\ xxxx  

 これを解くと
10

55,
10

1055 ±-±
=x  

29 

(1) 

 5
3

14
<< x より， [ ] 4=x  

 
7

15
7
32 << x より， 2

7
3

=úû
ù

êë
é x  

 よって， 

[ ]

1
12

7
122

7
3

7
3

=
-=

úû
ù

êë
é-=úû

ù
êë
é-úû

ù
êë
é

　　　　　　　

　　　　　　　

xx
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(2) 

 kx =úû
ù

êë
é
2
1

とおくと， 1
2
1

+<£ kxk より， 222 +<£ kxk  

 よって， [ ]x は k2 または 12 +k となるから， [ ]x
2
1

は kまたは
2
1

+k  [ ] kx =úû
ù

êë
é\

2
1  

 ゆえに， [ ] 0
2
1

2
1

=-=úû
ù

êë
é-úû

ù
êë
é kkxx  

(3) 

 mx
n

=úû
ù

êë
é1

とおくと， 11
+<£ mx

n
m より， nmnxmn +<£  

 よって， [ ]x は 1,,1, -++ nmnmnmn  のいずれかである。 

 したがって， [ ]x
n
1

は
n
nm

n
mm 1,,1, -

++  のいずれかであり，これより， [ ] mx
n

=úû
ù

êë
é1  

 ゆえに， [ ] 011
=-=úû

ù
êë
é-úû

ù
êë
é mmx

n
x

n
 


